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これまでに整備された廿日市市の森

廿日市市の森 づくり

廿日市市は森林資源の有効活用と
森林環境の保全に向けた整備を推進しています

このページは、広島県と共同して、「ひろしまの森づくり県民税」および「ひろしまの森づくり事業」を広報しています。

廿日市市の森も
「ひろしまの森づくり県民税」に

支えられています。

「ひろしまの森づくり県民税」とは

　廿日市市は、市域の約86％が森林です。この森林は、木材生産の場だけでなく、国土の保全や近隣市町

の重要な水源林として、また、二酸化炭素の吸収機能など公益的役割を発揮する重要な財産です。

　この大切な財産を次の世代に引き継ぎ、機能を持続的に発揮させるためには、現存する森林資源の有

効活用や、木材需要に応じた新たな植林から育成までの整備・循環を行うとともに、里山林への下刈り

や間伐などの手入れが必要になります。

　しかし、時代の移り変わりとともに森林への関心が薄れていったため、現在では多くの森林で整備や

手入れが不足している状態となっています。

　最近では、森林資源が木材だけでなく木質バイオマスとしての利用でも

注目され、森林への期待が徐々に高まっていますが、整備や保全には

多くの人材と資金が必要であり、なかなか進まないのが実情です。

　そのため、市の森林整備を推進するための取り組みの一つとして

「ひろしまの森づくり県民税」を活用し、整備が遅れている森林の間

伐促進の取り組みへの補助や森林学習など、森林に関連した事業を

行う団体を支援することで、森林環境の改善を行っています。

　広島県は、森林を県民共有の財産として守り育て、次の世代に引き継いでいくため、平成19年度から「ひろしまの森づくり県民税」を
導入しています。森林は、県土の保全や水源かん養などの公益的役割を担っています。このような重要な役割を果たす森林を県民全体
で守り育てるため、県民や企業の皆さまに広く負担をお願いし、それを財源に「ひろしまの森づくり」を実現します。

ぼく、モーリー︕
ひろしまの森づくり事業で森が

どんどん元気になっていったら嬉しいな♪
そのためには皆の力が必要なんだ。
森林ボランティアや体験活動って、

皆の住んでる近くでもやってたりするんだよ。
いろいろ参加してみてね︕

廿日市市の
面積に占める
森林の割合

（平成28年度数値）

計48,948ha

宅地など
6,906ha

森林面積
42,042ha

問い合わせ　農林水産課　☎ 　914830

　廿日市市の森づくり事業では、これまでの10年間で人工林と里山林を

合わせてマツダスタジアム167個分※の間伐・整備を実施してきました。

間伐することにより、林内に光が入り下層植生のある

健全な状態に誘導しています。

　また、住民団体やボランティア団体が行う里山整備活動などの

森林・林業体験活動に対して必要な経費の一部を支援しています。

廿
日
市
市
の
森
を

元
気
に
！

元気になった廿日市市の森は
マツダスタジアム何個分？

（答えは下記の文章の中にあります。）

放置された里山林の整備

竹林整備 枯れた松の伐採 荒れた歩道の整備

整備前 整備後

【税の仕組みに関すること】県総務局税務課 ☎082（513）2328
【事業に関すること】県農林水産局森林保全課 ☎082（513）3694

皆の住んでる近くでもやってたりするんだよ。

広島東洋カープ　大瀬良大地選手


